
種

類

栽

培

区

域

納

付

期

限

け
し
耕
作
者

H�I
北
海
道
名
寄
市

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日

岡
山
県
美
作
市

平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日

北
海
道
名
寄
市

J¢K
平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日

茨
城
県
つ
く
ば
市

甲
種
研
究
栽
培
者

H  Ä�Ä  I
東
京
都
小
平
市

平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日

神
奈
川
県
相
模
原
市

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日

長
崎
県
長
崎
市

J¢K
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
中
種
子
町

告

示

平成™š年œ月™�日 木曜日 第œœ�™号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
二
百
六
十
三
号

土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二

十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
並
び
に
土

地
家
屋
調
査
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
法
務
省
令

第
五
十
三
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
家
屋
調

査
士
法
第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
研
修
の
指

定
に
関
す
る
件（
平
成
二
十
三
年
法
務
省
告
示
第
三
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

第
三
号
中
「
同
年
四
月
二
日
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
平

成
二
十
三
年
六
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
八
月
二
十
日
ま

で
」
を
加
え
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
六
十
四
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

変
更
前
の
名
称

財
団
法
人
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

変
更
後
の
名
称

一
般
財
団
法
人
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
六
十
五
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

変
更
前
の
名
称

財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

変
更
後
の
名
称

公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

〇
外
務
省
告
示
第
百
九
十
号

平
成
二
十
三
年
五
月
十
一
日
に
キ
シ
ニ
ョ
フ
で
、
太
陽

光
を
利
用
し
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
モ
ル
ド
バ

共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

太
陽
光
を
利
用
し
た
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

四
億
千
七
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま

で
４

署
名
者

日

本

側

伊
澤
正
在
モ
ル
ド
バ
大
使

モ
ル
ド
バ
側

ア
ン
ド
レ
イ
・
ウ
サ
ト
ゥ
イ
保
健
大
臣

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
二
号

教
科
書
の
発
行
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
（
昭

和
二
十
三
年
文
部
省
令
第
十
五
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
教
科
書
展
示

会
の
開
始
の
時
期
及
び
期
間
を
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

一

教
科
書
展
示
会
の
開
始
の
時
期

平
成
二
十
三
年
六

月
十
七
日

二

教
科
書
展
示
会
の
期
間

十
四
日
間

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
一
号

あ
へ
ん
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
産
あ
へ
ん
の
納
付

期
限
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

四

南
極
海
洋
生
物
資
源
保
存
条
約
（
昭
和
五
十
七

年
条
約
第
三
号
）、
南
東
大
西
洋
に
お
け
る
漁
業

資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
条
約
（
平
成
二

十
一
年
条
約
第
十
七
号
）、
北
西
大
西
洋
の
漁
業

に
つ
い
て
の
今
後
の
多
国
間
の
協
力
に
関
す
る
条

約（
昭
和
五
十
五
年
条
約
第
一
号
）及
び
中
央
ベ
ー

リ
ン
グ
海
に
お
け
る
す
け
と
う
だ
ら
資
源
の
保
存

及
び
管
理
に
関
す
る
条
約
（
平
成
七
年
条
約
第
二

十
五
号
）
に
基
づ
く
資
源
保
存
管
理
措
置
を
遵
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

南
極
海
洋
生
物
資
源
保
存
管
理
委
員
会
が
管
轄

す
る
水
域
（
フ
ラ
ン
ス
領
ケ
ル
ゲ
レ
ン
・
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
諸
島
周
辺
の
フ
ラ
ン
ス
の
排
他
的
経
済
水

域
を
除
く
。）、
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
が
管
轄
す

る
水
域
及
び
北
西
大
西
洋
漁
業
委
員
会
が
管
轄
す

る
公
海
水
域
に
お
い
て
操
業
す
る
と
き
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

水
産
庁
長
官
が
こ
れ
ら
の
機
関
に
登
録
し
た

船
舶
を
用
い
る
こ
と
。

ロ

イ
の
船
舶
に
つ
き
、
水
産
庁
長
官
か
ら
登
録

済
み
で
あ
る
旨
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
。

ハ

操
業
期
間
中
は
、
ロ
の
証
明
書
を
船
内
に
備

え
付
け
る
こ
と
。

六

天
皇
海
山
水
域
（
北
緯
二
十
五
度
の
線
、
東
経

百
六
十
五
度
の
線
、
北
緯
五
十
度
の
線
及
び
西
経

百
七
十
五
度
の
線
に
囲
ま
れ
た
水
域
（
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
排
他
的
経
済
水
域
を
除
く
。）を
い
う
。）

に
お
い
て
操
業
に
使
用
す
る
曳ひ

き
網
は
、
網
目
の

結
節
か
ら
結
節
ま
で
の
長
さ
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
で
あ
り
、
コ
ッ
ド
エ
ン
ド
に
内
張
（
底
ず

れ
の
防
止
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。）が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

七

外
国
の
漁
業
に
関
す
る
管
轄
権
が
及
ぶ
水
域
に

お
い
て
操
業
す
る
場
合
に
は
、
当
該
国
の
入
漁
許

可
を
受
け
る
と
と
も
に
、
当
該
国
の
定
め
た
当
該

水
域
に
お
け
る
外
国
漁
船
の
操
業
に
関
す
る
規
則

そ
の
他
の
当
該
国
の
法
令
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
十
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第

五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
遠
洋
底
び
き
網
漁

業
に
つ
き
、
そ
の
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶

の
隻
数
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間

を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公

示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
す
べ
き
船
舶
の
隻
数

三
十
七
隻

二

許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
八
月
二
十

五
日
ま
で

備
考１

こ
の
告
示
に
係
る
許
可
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二

十
三
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
と
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
係
る
許
可
又
は
起
業
の
認
可
に
は
、

お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
内
容
の
制
限
又
は
条
件
を
付

け
る
こ
と
が
あ
る
。

一

船
長
は
、
船
内
に
操
業
日
誌
を
備
え
付
け
、
操

業
中
毎
日
、
当
該
操
業
に
係
る
年
月
日
、
位
置
、

漁
獲
量
及
び
漁
獲
努
力
量
を
正
確
に
当
該
日
誌
に

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

船
体
両
舷
側
中
央
（
消
失
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
左
右
対
称
に
中
央
寄
り
前
又
は

後
）
及
び
船
橋
楼
の
上
部
甲
板
に
、
空
中
又
は
洋

上
か
ら
明
確
に
識
別
で
き
る
よ
う
に
一
メ
ー
ト
ル

四
方
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
に
よ
り
信
号
符
字
を

表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
船
橋
楼

の
上
部
甲
板
に
表
示
で
き
な
い
と
き
は
、
帆
布
等

に
表
示
し
、
こ
れ
を
当
該
甲
板
上
に
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

三

外
国
の
最
大
低
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
合
二
百
海

里
以
内
の
海
域
を
航
行
す
る
場
合
に
は
、
当
該
漁

業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
漁
具
を

格
納
し
、
又
は
収
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
津
山
市
加
茂
町
知
和
字
須
谷
一
九
の
一
か
ら

一
九
の
三
ま
で
、
一
九
の
五
、
一
九
の
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

™
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